
【
研
究
員
】

東
京
都
妙
圓
寺
修
徒

坂

輪

宣

政

神
奈
川
県
妙
長
寺
寄
在

大

西

英

充

神
奈
川
県
妙
傳
寺
修
徒

宇
都
宮

恵

禎

千
葉
県
法
蓮
寺
前
住
職

山

田

孝

行

栃
木
県
等
覚
院
住
職

藤

崎

善

隆

山
梨
県
善
国
寺
住
職

川

名

湛

忍

愛
知
県
妙
本
寺
住
職

馬

島

浄

圭

新
潟
県
妙
法
寺
寄
在

小

瀬

修

達

福
井
県
蓮
尚
寺
修
徒

野

村

佳

正

福
井
県
大
蓮
寺
住
職

中

村

龍

央

和
歌
山
県
龍
光
寺
修
徒

松

森

孝

雄

宮
城
県
大
徳
寺
住
職

武

藤

晃

俊

北
海
道
本
行
寺
住
職

原

顕

彰

北
海
道
本
行
寺
寄
在

原

一

彰

【
顧

問
】

千
葉
県
本
念
寺
住
職

石

川

浩

徳

千
葉
県
釋
迦
寺
住
職

影

山

教

俊

山
梨
県
法
傳
寺
住
職

仲

澤

浩

祐

静
岡
県
本
覚
寺
住
職

望

月

哲

也

三
重
県
顕
本
寺
住
職

伊

藤

如

顕

三
重
県
本
覚
寺
住
職

伊

藤

立

教

兵
庫
県
妙
法
華
院
住
職

新

間

智

照

岩
手
県
本
増
寺
住
職

木

村

勝

行

北
海
道
大
盛
寺
前
住
職

秋

永

智

徳

【
嘱

託
】

東
京
都
法
華
寺
住
職

石

川

修

道

神
奈
川
県
善
行
寺
修
徒

灘

上

智

生

千
葉
県
円
通
寺
住
職

遠

藤

了

暉
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千
葉
県
妙
長
寺
住
職

岩

本

泰

寛

茨
城
県
四
恩
結
社
教
導

小

林

貫

誠

栃
木
県
妙
建
寺
住
職

西

口

玄

修

山
梨
県
立
本
寺
住
職

石

原

顕

正

愛
知
県
常
唱
寺
修
徒

早

坂

鳳

城

福
井
県
栄
久
寺
住
職

野

村

環

右

大
阪
府
宗
林
寺
住
職

有

本

智

心

兵
庫
県
蓮
正
結
社
教
導

松

田

英

秀

香
川
県
宗
泉
寺
修
徒

成

田

東

吾

福
岡
県
南
正
寺
住
職

牟
田
口

義

隆

宮
崎
県
妙
源
寺
住
職

黒

木

源

章

宮
城
県
法
運
寺
住
職

梅

森

寛

誠

山
形
県
善
立
寺
住
職

鈴

木

大

道

北
海
道
實
行
寺
修
徒

松

本

真

美

北
海
道
瑞
玄
寺
住
職

伊

藤

美

妙

─580─ 現代宗教研究第42号



平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日

研
究
員
任
期
満
了

研

究

員

坂
輪

宣
政

同

右

大
西

英
充

同

右

宇
都
宮
恵
禎

同

右

山
田

孝
行

同

右

馬
島

浄
圭

同

右

野
村

佳
正

同

右

中
村

龍
央

同

右

松
森

孝
雄

同

右

山
崎

斎
明

同

右

武
藤

晃
俊

同

右

伊
藤

美
妙

四
月
一
日

研
究
員
委
嘱

東
京
都
妙
圓
寺
修
徒

坂
輪

宣
政

神
奈
川
県
妙
長
寺
寄
在

大
西

英
充

神
奈
川
県
妙
傳
寺
修
徒

宇
都
宮
恵
禎

千
葉
県
法
蓮
寺
前
住
職

山
田

孝
行

山
梨
県
覚
林
坊
修
徒

吉
村

是
修

愛
知
県
妙
本
寺
住
職

馬
島

浄
圭

福
井
県
蓮
尚
寺
修
徒

野
村

佳
正

福
井
県
大
蓮
寺
住
職

中
村

龍
央

和
歌
山
県
龍
光
寺
修
徒

松
森

孝
雄

宮
城
県
大
徳
寺
住
職

武
藤

晃
俊

北
海
道
本
行
寺
寄
在

原

一
彰

嘱
託
委
嘱

北
海
道
瑞
玄
寺
住
職

伊
藤

美
妙

四
月
二
日

伝
道
部
へ
転
属

所

員

渡
辺

観
良

同

右

籾
井

恵
秀

現
宗
研
へ
転
属

教
務
部
主
事
補

櫻
井

義
久

臨
時
詰
め
採
用

東
京
都
福
相
寺
修
徒

坂

秀
正

事
務
見
習
い
採
用

埼
玉
県
八
潮
市

三
枝
あ
い
か

四
月
十
六
日

宗
務
院
嘱
託
委
嘱

東
京
都
善
行
院
住
職

髙
佐

宣
長

─581─
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六
月
二
十
六
日

嘱
託
退
任

嘱

託

吉
田

弘
信

主
任
退
任

主

任

伊
藤

立
教

六
月
二
十
七
日

顧
問
委
嘱

三
重
県
本
覚
寺
住
職

伊
藤

立
教

宗
務
院
嘱
託
退
任

宗
務
院
嘱
託

髙
佐

宣
長

主
任
就
任

東
京
都
善
行
院
住
職

髙
佐

宣
長

七
月
二
日

現
宗
研
配
属

書

記

坂

秀
正

事

務

員

三
枝
あ
い
か
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研
究
・
調
査
分
担

―
順
不
同
、
敬
称
略
、
◎
は
代
表
、
○
は
副
代
表
―

［
共
通
テ
ー
マ
］

寺
院
の
公
益
性
を
念
頭
に
置
い
て

１
、
現
代
と
教
学
Ｐ
Ｊ

◎
有
本
智
心

○
松
森
孝
雄

○
四
海
帰
妙
の
た
め
の
教
学
論
（
本
尊
）

○
四
海
帰
妙
の
た
め
の
教
団
論
（
法
脈
）

○
『
創
価
学
会
批
判
』
復
刻
版
副
読
本
作
成

藤
﨑
善
隆
・
原
一
彰

武
藤
晃
俊
・
有
本
智
心
・〈
丸
山
賀
子
〉

小
瀬
修
達
・
松
森
孝
雄
・
伊
藤
立
教
・
早
坂
鳳
城

２
、
教
団
・
教
化
Ｐ
Ｊ

◎
中
村
龍
央

○
宇
都
宮
恵
禎

○
男
女
共
同
参
画
―
教
化
実
例
収
集
（
現
代
法
華
験
記
）

○
過
疎
地
寺
院
対
策
（
全
国
調
査
）

─583─
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○
教
師
の
資
質
向
上
（
師
家
制
度
）

○
Ｉ
Ｔ
（
中
央
教
化
セ
ン
タ
ー
機
能
・
デ
ー
タ
・
相
互
ウ
ェ
ブ
会
議
・
現
宗
研
Ｈ
Ｐ
）

宇
都
宮
恵
禎
・
馬
島
浄
圭
・
石
川
修
道
・
松
田
英
秀
・
伊
藤
美
妙
・
松
本
真
美

中
村
龍
央
・
原
顕
彰
・
野
村
環
右

山
田
孝
行
・
野
村
佳
正
・
影
山
教
俊
・〈
高
橋
純
子
〉

遠
藤
了
暉
・
岩
本
泰
寛
・
成
田
東
吾
・
鈴
木
大
道

３
、
現
代
社
会
Ｐ
Ｊ

◎
石
原
顕
正

○
小
林
貫
誠

○
環
境
問
題
―
核
と
環
境
問
題

○
立
正
平
和
運
動
―
日
蓮
宗
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
立
正
平
和
運
動

○
生
命
倫
理
―
脳
死
・
臓
器
移
植
・
ク
ロ
ー
ン
技
術
・
終
末
期
医
療
・
尊
厳
死
に
つ
い
て

○
新
宗
教
活
動
実
態
（
全
国
調
査
）

川
名
湛
忍
・
石
原
顕
正
・
梅
森
寛
誠
・〈
三
好
和
美
〉

石
川
浩
徳
・
望
月
哲
也
・
伊
藤
如
顕
・
新
間
智
照

齊
藤
政
通
・
木
村
勝
行
・
小
林
貫
誠
・
牟
田
口
義
隆

坂
輪
宣
政
・
大
西
英
充
・
吉
村
是
修
・
黒
木
源
章

４
、
日
蓮
宗
近
現
代
資
料
調
査
部
会

◎
坂
輪
宣
政

○
伊
藤
立
教

坂
輪
宣
政
・
伊
藤
立
教
・
高
橋
延
定
・
工
藤
信
人
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５
、
教
研
会
議
Ｐ
Ｊ

◎
西
口
玄
修

○
灘
上
智
生

西
口
玄
修
・
灘
上
智
生
・
有
本
智
心
（
松
森
孝
雄
）・
中
村
龍
央
（
宇
都
宮
恵
禎
）・
石
原
顕
正
（
小
林
貫
誠
）・

小
瀬
修
達
（
藤
﨑
善
隆
）・
大
西
英
充
・
岩
本
泰
寛

６
、
研
究
例
会

◎
小
瀬
修
達

○
藤
﨑
善
隆

坂
輪
宣
政
・
大
西
英
充
・
宇
都
宮
恵
禎
・
山
田
孝
行
・
藤
﨑
善
隆
・
川
名
湛
忍
・
齊
藤
政
通
・
吉
村
是
修
・

馬
島
浄
圭
・
野
村
佳
正
・
中
村
龍
央
・
小
瀬
修
達
・
松
森
孝
雄
・
武
藤
晃
俊
・
原
顕
彰
・
原
一
彰

図
書
管
理

岩
本
泰
寛
・（
山
田
妙
慧
）

─585─
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１
、
教
化
研
究
会
議

【
１
】
第
四
十
回
中
央
教
化
研
究
会
議

期

日

平
成
十
九
年
九
月
五
日
（
水
）・
六
日
（
木
）

会

場

日
蓮
宗
宗
務
院

宿

舎

品
川
プ
リ
ン
ス
イ
ー
ス
ト
タ
ワ
ー

参
加
人
数

一
五
一
名

資
料
展
示

教
区
教
研
や
教
化
セ
ン
タ
ー
が
作
成
・
発
行
し

た
教
化
資
料
・
発
行
物
の
展
示
を
実
施
。

テ
ー
マ

日
蓮
宗
の
教
化
学
を
考
え
る
―
宗
教
者
と
社
会
の
関
わ
り

開
催
趣
旨
（
開
催
要
綱
原
文
の
ま
ま
）

昨
年
の
中
央
教
化
研
究
会
議
は
、「
共
生
」
を
テ
ー
マ
に

大
い
に
議
論
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、「
果

た
し
て
わ
れ
わ
れ
宗
教
者
は
、
こ
の
社
会
に
必
要
と
さ
れ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
根
本
的
な
疑
問
が
起
こ
り

ま
し
た
。
考
え
た
く
な
い
こ
と
で
す
が
、
も
は
や
宗
教
者

は
不
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
う
い
う
意
見
が
あ
る
な
か
で
、
宗
教
者
が
社
会
に
如

何
に
か
か
わ
れ
る
の
か
を
、
宗
教
者
と
は
異
な
る
観
点
を

参
考
に
、
捉
え
な
お
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
社
会
学
的
観
点
か
ら
「
宗
教
は
社
会

的
必
然
で
あ
る
（
宗
教
な
く
し
て
社
会
は
回
ら
な
い
）」
と

発
言
さ
れ
て
い
る
宮
台
真
司
首
都
大
学
東
京
教
授
の
基
調

講
演
を
聞
き
、
そ
の
上
で
、
社
会
、
国
家
、
平
和
な
ど
の

視
座
で
パ
ネ
ル
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、「
立
正
安
国
・

お
題
目
結
縁
運
動
」
に
つ
な
が
る
議
論
を
、
三
つ
の
分
科

会
で
深
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

開
催
方
式
（
開
催
要
綱
原
文
の
ま
ま
）

①
講
演

社
会
学
者
宮
台
真
司
氏（
首
都
大
学
東
京
教
授
）

②
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

宮
台
真
司
氏
・
河
崎
俊

宏
師
（
全
国
日
青
会
長
）・
大
西
英
充
師
（
現
宗
研
研
究

員
）
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③
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
問
題
提
起
と
し

て
、
現
宗
研
通
年
研
究
調
査
事
項
に
連
動
し
た
三
分
科

会
に
分
か
れ
、

１
．
現
代
と
教
学
…
立
正
安
国
と
は
何
か
―
現
代
社

会
と
の
関
わ
り
の
な
か
で

２
．
教
団
・
教
化
…
社
会
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
僧
侶

に
な
れ
る
の
か
―
立
正
安
国
の
視
点
か
ら

３
．
現
代
社
会
…
社
会
を
変
え
ら
れ
る
寺
院
と
は

―
人
々
の
心
を
つ
か
む
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
の
か
（
デ
ィ
ベ
ー
ト
）

の
視
点
か
ら
検
討
し
、
具
体
的
な
提
案
に
ま
と
め
ま

す
。

④
全
体
会
議
で
三
分
科
会
の
報
告
を
聞
き
、
テ
ー
マ
「
日

蓮
宗
の
教
化
学
を
考
え
る
―
宗
教
者
と
社
会
の
関
わ

り
」
に
ま
と
め
ま
す
。

⑤
各
教
区
教
研
会
議
報
告
書
や
討
議
資
料
、
管
区
並
び
に

教
化
セ
ン
タ
ー
で
作
成
さ
れ
た
教
箋
等
の
教
化
資
料
を

展
示
し
、
教
化
情
報
の
コ
ー
ナ
ー
で
宣
伝
し
ま
す
。
各

寺
院
教
会
結
社
や
個
人
有
志
で
発
行
の
も
の
は
、
各
管

区
（
教
化
セ
ン
タ
ー
）
に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

日

程

第
一
日
目

九
月
五
日
（
水
）

受

付

一
〇
時
〇
〇
分

開
会
式

一
〇
時
三
〇
分

講

演

一
一
時
〇
〇
分
～
一
二
時
〇
〇
分

昼

食

一
二
時
〇
〇
分
～
一
二
時
四
五
分

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

一
二
時
四
五
分
～
一
四
時
一
五
分

写
真
撮
影

一
四
時
一
五
分
～
一
四
時
三
〇
分

移

動

一
四
時
三
〇
分
～
一
四
時
四
五
分

分
科
会

一
四
時
四
五
分
～
一
七
時
〇
〇
分

移

動

一
七
時
一
五
分

夕
食
会

一
八
時
三
〇
分
～
二
〇
時
〇
〇
分

第
二
日
目

九
月
六
日
（
木
）

朝

食

移

動

八
時
〇
〇
分

分
科
会

九
時
〇
〇
分
～
一
二
時
〇
〇
分

昼

食

一
二
時
〇
〇
分
～
一
三
時
〇
〇
分
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全
体
会
議

一
三
時
〇
〇
分
～
一
四
時
〇
〇
分

閉
会
式

一
四
時
〇
〇
分
～
一
四
時
一
五
分

解

散

一
四
時
一
五
分

参
加
者

教
区
教
研
運
営
委
員
、
或
い
は
内
容
に
関
心
が
あ
る
教
師

（
管
区
一
名
必
ず
参
加
の
こ
と
。
二
名
以
上
参
加
ご
希
望

の
場
合
は
、
宗
務
所
か
ら
あ
ら
か
じ
め
日
蓮
宗
現
代
宗

教
研
究
所
へ
ご
一
報
く
だ
さ
い
）。

【
２
】
教
区
教
化
研
究
会
議

十
一
教
区
に
て
開
催
。
日
時
・
テ
ー
マ
は
次
の
通
り
。

●
第
二
十
七
回
九
州
教
区
教
化
研
究
会
議

六
月
十
四
日
～
十
五
日

宮
崎
県
宮
崎
市

ホ
テ
ル
プ
ラ

ザ
宮
崎
に
て

基
調
講
演
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ブ
ー
ム
と
宗
教
」

楠
山
泰
道
師
（
神
奈
川
県
大
明
寺
住
職
）

第
一
分
科
会
「
寺
院
活
性
化
の
コ
ツ
」

第
二
分
科
会
「
人
々
の
心
を
掴
む
」

第
三
分
科
会
「
ネ
ッ
ト
活
用
」

●
第
三
十
一
回
中
四
国
教
区
教
化
研
究
会
議

六
月
十
八
日
～
十
九
日

高
知
県
高
知
市

高
知
新
阪
急

ホ
テ
ル
に
て

主
題
「《
青
少
年
の
教
化
》
現
代
の
青
少
年
に
合
っ
た
教
化

法
と
は
？
」

基
調
講
演
「
伝
わ
る
お
題
目
―
教
師
と
青
少
年
が
共
に
行

う
教
化
」

伊
藤
立
教
師
（
現
宗
研
主
任
）

第
一
分
科
会
「
未
信
徒
の
青
少
年
に
ど
う
対
応
し
て
い
く

か
」（
信
仰
に
ど
う
む
す
び
つ
け
る
か
）

第
二
分
科
会
「
檀
信
徒
の
青
少
年
に
ど
う
対
応
し
て
い
く

か
」（
信
仰
を
ど
う
相
続
す
る
か
）

●
第
三
十
一
回
北
海
道
教
区
教
化
研
究
会
議

八
月
二
十
三
日

北
海
道
札
幌
市

ア
パ
ホ
テ
ル
＆
リ

ゾ
ー
ト
札
幌
に
て

テ
ー
マ
「『
仏
法
と
世
法
』
＝
宗
教
・
公
益
法
人
法
改
正
の

動
向
を
見
極
め
る
＝
」

基
調
講
演
「
情
報
開
示
と
公
益
性
」

田
村
智
幸
氏
（
北
海
道
大
学
法
科
大
学
院
特

認
教
授
・
弁
護
士
）
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「
立
正
安
国
論
と
元
寇
の
再
来
」

塚
本
三
郎
氏
（
元
民
社
党
委
員
長
）

●
第
十
四
回
北
関
東
教
区
教
化
研
究
会
議

九
月
十
三
日

群
馬
県
高
崎
市

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
高
崎
に
て

テ
ー
マ
「
魂
の
救
済
」
―
年
間
三
万
人
の
自
殺
者
と
そ
の

家
族
を
救
う
た
め
に
―

基
調
講
演
「
鬱
病
の
見
分
け
方
・
接
し
方
」

竹
内
一
夫
氏
（
埼
玉
大
学
教
育
学
部
教
授
・
医

学
博
士
・
公
衆
衛
生
学
修
士
・
精
神
科
医
師
）

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

●
第
三
十
七
回
近
畿
教
区
教
化
研
究
会
議

十
月
十
一
日

大
阪
府
大
阪
市

ホ
テ
ル
ア
ウ
ィ
ー
ナ
大

阪
に
て

テ
ー
マ
「
立
正
安
国
・
お
題
目
結
縁
運
動
」
を
推
進
し
よ

う

祖
願
に
学
ぶ
～
原
点
に
立
つ
～

基
調
講
演
「
立
正
安
国
・
あ
な
た
は
祖
師
を
信
じ
ま
す

か
？
」
東
孝
信
師
（
大
阪
府
欣
心
寺
住
職
）

第
一
分
科
会
「
社
会
の
求
め
る
教
師
像
と
は
？
」

第
二
分
科
会「
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
教
化
法
と
は
？
」

第
三
分
科
会
「
社
会
に
必
要
と
さ
れ
る
寺
院
像
と
は
？
」

●
第
二
十
六
回
東
北
教
区
教
化
研
究
会
議

十
一
月
十
四
日
～
十
五
日

秋
田
県
秋
田
市

秋
田

ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
に
て

テ
ー
マ
「
い
の
ち
の
尊
厳
―
自
殺
を
考
え
る
」

基
調
講
演
「
自
死
対
策
と
ビ
ハ
ー
ラ
」

柴
田
寛
彦
師
（
秋
田
県
本
澄
寺
住
職
）

３
分
散
会
１
「
自
殺
は
い
け
な
い
こ
と
で
す
か
？
」

２
「
自
殺
者
は
成
仏
出
来
る
で
し
ょ
う
か
？
」

３
「
大
切
な
人
を
自
殺
で
失
っ
た
家
族
は
、
ど

う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？
」

●
第
二
十
四
回
北
陸
教
区
教
化
研
究
会
議

十
一
月
二
十
日

富
山
県
富
山
市

パ
レ
ブ
ラ
ン
高
志
会

館
に
て

基
調
講
演
「
現
代
に
『
お
寺
』
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
」

～
日
本
で
い
ち
ば
ん
若
者
が
集
ま
る
お
寺
・
應
典
院

秋
田
光
彦
師
（
浄
土
宗
大
蓮
寺
・
應
典
院
住
職
）

三
分
散
会
「
お
寺
が
元
々
持
っ
て
い
る
資
源
に
気
付
き
、
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社
会
と
の
公
共
性
、
関
係
性
を
考
え
る
」

Ⅰ
「
僧
侶
と
し
て
、
社
会
と
の
公
共
性
や
関
係

性
」

Ⅱ
「
お
寺
が
持
っ
て
い
る
資
源
と
役
割
」

Ⅲ
「
お
寺
の
未
来
」

●
第
三
十
一
回
中
部
教
区
教
化
研
究
会
議

十
二
月
十
三
日

愛
知
県
安
城
市

三
河
安
城
シ
テ
ィ
ホ

テ
ル
に
て

テ
ー
マ
「
現
代
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
―
女
性
教
師
の
布
教

方
法
に
学
ぶ
―

基
調
講
演
「
現
代
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
―
女
性
教
師
の
布

教
方
法
に
学
ぶ
―

伊
藤
美
妙
師
（
北
海
道
瑞
玄
寺
住
職
）

第
一
分
科
会
「
女
性
教
師
か
ら
の
提
言
・
布
教
方
法
に
つ

い
て
」

第
二
分
科
会
「
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
・
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ａ

Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｉ
」

第
三
分
科
会
「
家
庭
信
行
に
つ
い
て
」

●
第
三
十
二
回
京
浜
教
区
教
化
研
究
会
議

平
成
二
十
年
二
月
二
十
日

神
奈
川
県
横
須
賀
市

大
明

寺
大
客
殿
に
て

テ
ー
マ
「
法
論
」
そ
の
原
点
と
今
日
的
課
題
―
お
寺
に
巧

み
に
近
づ
き
法
論
を
仕
掛
け
求
め
る
若
者
信
者

へ
の
対
応
策

基
調
講
演
「
小
樽
問
答
」
の
真
相
と
今
日
的
課
題

菅
野
日
彰
師
（
静
岡
県
海
長
寺
住
職
）

問
題
提
起
①
「
巧
み
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
『
法
論
』
の
仕
掛

け
」楠

山
泰
道
師
（
神
奈
川
県
大
明
寺
住
職
）

問
題
提
起
②
「
訪
問
さ
れ
た
時
・
撃
退
す
る
方
法
論
と
そ

の
法
的
根
拠
」

山
口
貴
士
氏
（
弁
護
士
）

問
題
提
起
③
「『
法
論
』
の
実
際
と
再
現
」

楠
山
泰
道
師
（
神
奈
川
県
大
明
寺
住
職
）・

岩
立
盛
郷
氏

質
疑
応
答
に
よ
る
全
体
会
議

●
第
三
十
二
回
山
静
教
区
教
化
研
究
会
議

平
成
二
十
年
二
月
二
十
日

山
梨
県
南
巨
摩
郡

身
延
山
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大
学
に
て

テ
ー
マ
「
寺
院
と
社
会
の
つ
な
が
り
と
交
わ
り
」
―
下
種

結
縁
の
在
り
方
に
つ
い
て
―

基
調
講
演
（
事
例
発
表
）

小
川
英
爾
師
（
新
潟
県
妙
光

寺
住
職
・
永
代
供
養
合
祀
墓
「
安
穏
廟
」
主
催
）

第
一
分
科
会
（
社
会
密
着
型
）
―
社
会
全
体
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
立
正
安
国
の
実
践
を
目
指
す

第
二
分
科
会
（
福
祉
救
済
型
）
―
社
会
福
祉
や
救
済
活
動

を
通
し
て
立
正
安
国
の
実
践
を
目
指
す

第
三
分
科
会
（
イ
ベ
ン
ト
型
）
―
講
談
会
や
講
演
会
な
ど

イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
立
正
安
国
の
実
践
を

目
指
す

●
第
二
十
四
回
千
葉
教
区
教
化
研
究
会
議

平
成
二
十
年
三
月
三
日

千
葉
県
鴨
川
市

ニ
ュ
ー
小
湊

ホ
テ
ル
吉
夢
に
て

テ
ー
マ
「『
寺
離
れ
を
考
え
る
』
～
い
ま
寺
院
は
必
要
と
さ

れ
て
い
る
の
か
～
」

基
調
講
演
「
三
離
れ
現
象
の
実
態
」

小
谷
み
ど
り
（
第
一
生
命
研
究
所
主
任
研
究
員
）

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
理
想
の
教
師
像
と
は
」

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

蓑
輪
顕
寿
（
実
行
委
員
長
）

パ
ネ
ラ
ー

小
谷
み
ど
り

岩
本
泰
寛
（
現
宗
研
嘱
託
）

寺
庭
婦
人
会

２
、
研
究
・
調
査
活
動

【
１
】
左
記
の
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

研
究
・
調
査
を
進
め
た
。

●
現
代
と
教
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

〈
松
森
孝
雄
・
藤
﨑
善
隆
・
小
瀬
修
達
・
武
藤
晃
俊
・
原
一

彰
・
丸
山
賀
子
各
研
究
員
、
伊
藤
立
教
顧
問
、
有
本
智
心
・

早
坂
鳳
城
・
吉
田
弘
信
各
嘱
託
〉

①
四
海
帰
妙
の
た
め
の
教
学
論

②
四
海
帰
妙
の
た
め
の
教
団
論

③
『
創
価
学
会
批
判
』
復
刻
版
副
読
本
作
成

●
教
団
・
教
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

〈
中
村
龍
央
・
宇
都
宮
恵
禎
・
馬
島
浄
圭
・
野
村
佳
正
・
山

田
孝
行
・
原
顕
彰
・
高
橋
純
子
各
研
究
員
、
久
住
謙
是
・

影
山
教
俊
各
顧
問
、
石
川
修
道
・
野
村
環
右
・
岩
本
泰
寛
・
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遠
藤
了
暉
・
成
田
東
吾
・
鈴
木
大
道
・
松
本
真
美
・
松
田

英
秀
・
伊
藤
美
妙
各
嘱
託
〉

①
男
女
共
同
参
画
―
教
化
実
例
集

②
過
疎
地
寺
院
対
策

③
教
師
の
資
質
向
上

④
Ｉ
Ｔ
（
中
央
教
化
セ
ン
タ
ー
機
能
・
デ
ー
タ
・
相

互
ウ
ェ
ブ
会
議
・
現
宗
研
Ｈ
Ｐ
）

●
現
代
社
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

〈
坂
輪
宣
政
・
大
西
英
充
・
齊
藤
政
通
・
吉
村
是
修
・
川
名

湛
忍
・
三
好
和
美
各
研
究
員
、
石
川
浩
徳
・
望
月
哲
也
・

新
間
智
照
・
伊
藤
如
顕
・
木
村
勝
行
各
顧
問
、
石
原
顕
正
・

牟
田
口
義
隆
・
小
林
貫
誠
・
黒
木
源
章
・
梅
森
寛
誠
各
嘱

託
〉

①
環
境
問
題
―
核
と
環
境
問
題

②
立
正
平
和
運
動
―
日
蓮
宗
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
立
正

平
和
運
動

③
生
命
倫
理
―
脳
死
・
臓
器
移
植
・
ク
ロ
ー
ン
技
術
・
終

末
医
療
・
尊
厳
死
に
つ
い
て

④
新
宗
教
活
動
実
態
（
全
国
調
査
）

●
日
蓮
宗
近
現
代
資
料
調
査
部
会

〈
坂
輪
宣
政
・
高
橋
延
定
・
工
藤
信
人
各
研
究
員
、
伊
藤
立

教
顧
問
〉

●
教
研
会
議
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

〈
大
西
英
充
・
中
村
龍
央
・
小
瀬
修
達
各
研
究
員
、
西
口
玄

修
・
灘
上
智
生
・
有
本
智
心
・
石
原
顕
正
・
岩
本
泰
寛
各

嘱
託
〉

【
２
】
研
究
講
座
・
教
化
学
研
究
集
会
・
研
究
懇
談
会
を
開
催
し

た
。

●
十
一
月
六
日
、
第
八
回
教
化
学
研
究
発
表
大
会
を
宗
務
院

に
於
い
て
開
催
し
た
。

「
宗
教
的
情
操
を
獲
得
す
る
過
程
に
つ
い
て
―
唱
題
行
に

よ
る
意
識
変
容
の
研
究
か
ら
―
」

影
山
教
俊
師
（
千
葉
県
釋
迦
寺
住
職
・
現
宗
研
顧
問
）

「
宗
祖
の
聖
母
〈
梅
菊
御
前
の
畠
山
重
忠
公
有
縁
説
〉
の

一
考
察
」

石
川
修
道
師
（
東
京
都
法
華
寺
住
職
・
現
宗
研
嘱
託
）

「
念
に
つ
い
て
考
え
る
」

竜
澤
泰
孝
師
（
山
梨
県
法
光
寺
住
職
）
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「
仏
教
学
と
教
化
―
研
究
者
と
宗
教
者
―
」

大
乘
文
晴
師
（
山
形
県
常
信
寺
修
徒
・
立
正
大
学

法
華
経
文
化
研
究
所
研
究
員
）

「『
千
の
風
に
な
っ
て
』
の
教
化
学
的
考
察
」

伊
藤
立
教
師
（
三
重
県
本
覚
寺
住
職
・
現
宗
研
顧
問
）

「『
六
巻
抄
』
の
構
造
と
問
題
点
（
五
）
―
「
依
義
判
文

抄
」
を
通
し
て
（
そ
の
一
）
―
」

早
坂
鳳
城
師
（
愛
知
県
常
唱
寺
修
徒
・
現
宗
研
嘱
託
）

「
大
地
動
乱
の
時
代
を
迎
え
て
、
原
発
と
の
『
共
存
』
を

強
い
ら
れ
る
私
た
ち
は
」

梅
森
寛
誠
師
（
宮
城
県
法
運
寺
住
職
・
現
宗
研
嘱
託
）

「
日
蓮
聖
人
の
御
遺
文
と
地
球
温
暖
化
」

三
谷
祥
祁
師
（
大
阪
府
観
世
音
寺
住
職
）

「
宗
門
子
弟
教
育
の
現
状
に
関
す
る
一
考
察
」

菅
野
龍
清
師
（
東
京
都
浄
延
院
修
徒
・
日
蓮
宗
宗

立
谷
中
学
寮
寮
監
）

「〈
但
行
禮
拝
〉
考
」

髙
佐
宣
長
師
（
東
京
都
善
行
院
住
職
・
現
宗
研
主
任
）

特
別
発
表

「
納
得
で
き
る
平
和
運
動
と
は
何
か
？
―
立
正
平
和
運
動

の
再
生
に
向
け
て
―
」

三
好
龍
孝
師
（
大
阪
府
本
澄
寺
住
職
）

●
平
成
二
十
年
二
月
七
日
、
第
十
八
回
法
華
経
・
日
蓮
聖
人
・

日
蓮
教
団
論
研
究
セ
ミ
ナ
ー
を
、
講
演
を
公
開
講

座
と

し
、
セ
ミ
ナ
ー
懇
談
会
を
宗
務
院
で
開
催
し
た
。

テ
ー
マ
「
宗
教
法
人
の
公
益
性
を
考
え
る
」

講
演
「
宗
教
法
人
に
と
っ
て
公
益
性
と
は
何
か
」

島
薗
進
氏
（
東
京
大
学
文
学
部
教
授
）

「
公
益
法
人
制
度
改
革
の
現
状
と
展
望
」

長
谷
川
正
浩
師
（
日
蓮
宗
顧
問
弁
護
士
）

●
二
月
八
日
、
教
化
学
研
究
集
会
を
東
京
都
墨
田
区
法
性
寺

（
東
京
都
東
部
宗
務
所
）
に
於
い
て
開
催
し
た
。

テ
ー
マ
「
寺
院
と
防
災
～
い
ま
地
震
が
起
こ
っ
た
ら
」

講
師

石
原
顕
正
師
（
N
P
O
法
人
「
災
害
危
機
管
理
シ

ス
テ
ム
E
a
r
t
h
」
理
事
長
・

山
梨
県
立
本
寺
住
職
）

宮
澤
健
二
氏
（
N
P
O
法
人
「
地
震
に
強
い
街
づ

く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」技
術
指
導
・
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工
学
院
大
学
教
授
）

【
３
】
研
究
発
表

●
第
六
十
回
日
蓮
宗
教
学
発
表
大
会
に
て
研
究
発
表
を
行
っ

た
。

「『
六
巻
抄
』
の
構
造
と
問
題
点
（
五
）
―
「
依
義
判
文

抄
」
そ
の
一
を
通
し
て
」早

坂
鳳
城
師
（
現
宗
研
嘱
託
）

「『
南
海
寄
帰
内
法
伝
』に
み
る
医
療
観
―
義
浄
三
蔵
が
み

た
ナ
ー
ラ
ン
ダ
僧
院
の
医
療
」

影
山
教
俊
師
（
現
宗
研
顧
問
）

「
近
世
江
戸
の
日
蓮
法
華
系
諸
教
団
の
発
展
に
つ
い
て
」

坂
輪
宣
政
師
（
現
宗
研
研
究
員
）

「
宗
祖
の
聖
母
・
梅
菊
御
前
の
「
畠
山
重
忠
公
有
縁
説
」

の
一
考
察
」

石
川
修
道
師
（
現
宗
研
嘱
託
）

【
４
】
研
究
例
会

●
研
究
員
が
各
自
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
研
究
・
調
査
を
行
い
、

研
究
発
表
を
行
っ
た
。
発
表
テ
ー
マ
と
発
表
者
は
次
の
通

り
。

「『
死
』
と
至
高
体
験
に
つ
い
て
」

齊
藤
政
通
師

「『
立
正
安
国
論
』
に
お
け
る
持
戒
論
」

小
瀬
修
達
師

「
神
保
日
慈
管
長
の
満
州
巡
錫
」

坂
輪
宣
政
師

「『
立
正
安
国
論
』
の
目
指
す
も
の
と
は
」
藤
﨑
善
隆
師

「『
何
が
お
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
現
代
社
会
』
寺
院
・
僧
侶

の
役
割
を
取
り
戻
す
に
は
…
」

川
名
湛
忍
師

「
法
縁
の
変
遷
と
北
海
道
開
教
」

原

一
彰
師

「
ビ
ル
マ
仏
教
と
民
主
化
運
動
」

馬
島
浄
圭
師

「
中
観
派
の
縁
起
説
」

松
森
孝
雄
師

「
女
人
救
済
論
」

宇
都
宮
恵
禎
師

「
北
一
輝
の
革
命
観
と
法
華
経
」

大
西
英
充
師

「
宗
門
と
国
家
Ⅱ
―
田
中
智
学
と
帝
国
日
本
―
」

野
村
佳
正
師

【
５
】
現
地
調
査

●
四
月
十
八
日
、
宮
崎
県
に
於
い
て
現
地
調
査
を
行
っ
た
。

●
五
月
二
十
三
日
～
二
十
四
日
、
千
葉
県
に
於
い
て
伝
承
学

調
査
を
行
っ
た
。

●
十
二
月
三
日
～
五
日
、
宮
崎
県
に
於
い
て
研
究
員
現
地
研

修
会
を
行
っ
た
。

●
過
疎
地
寺
院
対
策
に
関
す
る
調
査
を
P
J
担
当
者
が
各
々
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の
地
元
に
於
い
て
継
続
的
に
行
っ
た
。

３
、
出
版
・
資
料
収
集

【
１
】「
現
代
宗
教
研
究
」
第
四
十
一
号
を
編
集
し
、
全
教
師
に
配

付
し
た
。

【
２
】
教
団
史
研
究
資
料
の
一
つ
と
し
て
、
各
種
資
料
よ
り
「
平

成
十
八
年
日
蓮
宗
年
表
」
を
作
成
し
、
全
教
師
に
配
布
し

た
。

【
３
】
新
宗
教
関
係
資
料
を
収
集
し
、
保
管
し
た
。

【
４
】
各
種
伝
道
教
化
に
関
す
る
資
料
を
収
集
し
、
保
管
し
た
。

【
５
】
伝
道
・
教
化
・
研
究
に
必
要
な
図
書
を
購
入
し
た
。

【
６
】
今
年
度
購
入
・
寄
贈
図
書
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
管
理
の
た
め

の
蔵
書
整
理
と
デ
ー
タ
作
成
を
行
っ
た
。

４
、
研
究
交
流
・
会
議

【
１
】
五
月
十
九
日
、
東
京
都
世
田
谷
区
駒
沢
大
学
に
於
い
て
開

催
さ
れ
た
「
第
十
五
回
日
本
近
代
仏
教
史
研
究
会
研
究
大

会
」
に
参
加
し
、
研
究
発
表
を
行
っ
た
。

研
究
発
表
「
明
治
中
期
に
お
け
る
僧
侶
の
妻
帯
事
情
に
つ

い
て
」

坂
輪
宣
政
師
（
研
究
員
）

【
２
】
六
月
十
四
日
～
十
五
日
、
奈
良
県
天
理
市
天
理
大
学
お
や

さ
と
研
究
所
に
於
い
て
、「
第
二
回
宗
教
間
対
話
研
究
部

会
」
が
開
催
さ
れ
、
参
加
し
た
。

【
３
】
六
月
二
十
八
日
、
宗
務
院
に
於
い
て
、
教
区
教
研
連
絡
会

議
を
開
催
し
た
。
各
教
区
教
研
の
前
年
度
運
営
委
員
代
表

と
本
年
度
運
営
委
員
代
表
が
出
席
し
て
、
前
年
度
の
報
告

と
本
年
度
の
計
画
を
聞
き
、
教
研
会
議
運
営
に
つ
い
て
話

し
合
っ
た
。

【
４
】
六
月
二
十
九
日
、
宗
務
院
に
於
い
て
、
第
二
十
二
回
「
教

化
セ
ン
タ
ー
連
絡
会
議
」
を
開
催
し
た
。
会
議
で
は
、
各

セ
ン
タ
ー
発
行
の
布
教
・
教
化
・
伝
道
資
料
の
交
換
が
行

わ
れ
る
と
と
も
に
、
セ
ン
タ
ー
運
営
に
関
す
る
問
題
点
と

各
セ
ン
タ
ー
間
の
交
流
推
進
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

【
５
】
七
月
二
十
四
日
、
京
都
府
亀
岡
市
大
本
教
本
部
に
於
い
て
、

「
第
六
回
生
命
倫
理
研
究
部
会
」
が
開
催
さ
れ
、
参
加
し

た
。

【
６
】
十
月
一
五
日
、
東
京
都
港
区
浄
土
宗
増
上
寺
光
摂
殿
に
於

い
て
、「
第
六
回
教
団
付
置
研
究
所
懇
話
会
」
が
開
催
さ

れ
、
参
加
し
た
。

【
７
】
十
一
月
十
日
～
十
一
日
、
東
京
都
豊
島
区
大
正
大
学
に
於
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い
て
、「
第
十
九
回
日
本
生
命
倫
理
学
会
年
次
大
会
」
が
開

催
さ
れ
、
参
加
し
た
。

【
８
】
平
成
二
十
年
二
月
十
二
日
～
十
三
日
、
京
都
府
東
山
区
浄

土
宗
知
恩
院
和
順
会
館
に
於
い
て
、「
第
三
回
宗
教
間
対

話
研
究
部
会
」
が
開
催
さ
れ
、
参
加
し
た
。
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１
、
教
化
研
究
会
議

●
第
四
十
一
回
中
央
教
化
研
究
会
議

・
期
日

九
月
十
日
（
水
）
～
十
一
日
（
木
）

・
会
場

日
蓮
宗
宗
務
院

・
教
区
教
研
運
営
委
員
や
関
心
の
高
い
本
宗
教
師
の
出
席
。

・
運
営
会
議
を
開
催
し
、
内
容
を
協
議
し
、
企
画
・
運
営
な

ど
の
要
綱
を
決
定
。
会
議
資
料
の
作
成
。

●
地
域
教
化
研
究
会
議
の
開
催

・
全
十
一
教
区
で
の
開
催
運
営
。

・
中
央
教
研
と
の
関
連
を
も
考
慮
し
な
が
ら
、
各
教
区
・
管

区
で
の
教
化
の
現
場
に
立
脚
し
た
テ
ー
マ
を
企
画
し
、
教

化
研
究
の
充
実
を
図
る
。

・
教
研
運
営
委
員
と
協
議
し
、
地
域
の
独
自
性
を
加
味
し
、

企
画
・
準
備
・
運
営
に
取
り
組
む
。

２
、
研
究
部
門

●
日
蓮
教
学
の
現
代
化
。
中
央
教
研
や
教
化
学
研
究
発
表
大
会

の
成
果
を
踏
ま
え
、
研
究
員
を
中
心
に
教
学
の
現
代
化
に
つ

い
て
研
究
を
行
う
。

●
教
化
学
の
研
究
。
第
九
回
教
化
学
研
究
発
表
大
会
を
開
催

し
、
教
化
の
あ
り
方
、
現
代
教
化
の
方
策
を
研
究
す
る
。
必

要
に
応
じ
て
、
管
区
単
位
で
の
教
化
学
研
究
集
会
開
催
し
、

地
域
毎
の
教
化
研
究
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
管
区
教
化
研

究
会
議
開
催
の
機
運
を
醸
成
す
る
。

●
教
団
論
の
研
究
。
第
十
九
回
法
華
経
・
日
蓮
聖
人
・
教
団
論

研
究
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
現
代
の
諸
問
題
と
教
学
・
教
化

に
つ
い
て
研
究
を
す
す
め
る
。

●
新
宗
教
研
究
。
法
華
系
新
興
教
団
を
中
心
に
研
究
を
行
う
。

●
立
正
平
和
運
動
の
研
究
。
新
宗
門
運
動
「
立
正
安
国
・
お
題

目
結
縁
運
動
」
に
お
け
る
立
正
平
和
運
動
の
位
置
づ
け
と
、

『
立
正
安
国
論
』
奏
進
七
五
〇
年
（
平
成
二
十
一
年
）
の
意

義
を
検
討
す
る
。

●
教
団
史
研
究
。
明
治
以
降
の
近
代
日
蓮
教
団
史
を
中
心
と
し
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て
、
他
教
団
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
研
究
す
る
。

●
必
要
な
研
究
調
査
の
た
め
、
研
究
員
・
顧
問
・
嘱
託
で
分
担

し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
構
成
す
る
。

●
研
究
例
会
。
研
究
員
各
自
の
テ
ー
マ
を
そ
れ
ぞ
れ
の
立
脚
点

と
し
て
、
研
究
を
継
続
し
、
成
果
を
発
表
す
る
。

●
現
宗
研
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
の
「
日
蓮
宗
教
化
セ
ン
タ
ー
」
運

用
。
ま
た
、
諸
資
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
、
各
種
事
業
の
公

開
な
ど
新
た
な
布
教
伝
道
方
法
を
研
究
。

●
「
仏
教
各
宗
教
化
関
係
研
究
機
関
連
絡
協
議
会
」「
教
団
付
置

研
究
所
懇
話
会
」「
日
本
近
代
仏
教
史
研
究
会
」
へ
の
参
加
。

●
そ
の
他

３
、
調
査
部
門

●
他
教
団
活
動
実
態
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に
、
他
教

団
の
活
動
実
態
を
分
析
し
、
必
要
に
応
じ
て
第
二
次
調
査
を

実
施
す
る
。

●
過
疎
地
域
寺
院
活
性
化
検
討
委
員
会
・
伝
道
部
と
連
携
を
計

り
つ
つ
、
過
疎
地
域
寺
院
の
実
態
調
査
を
継
続
し
、
対
策
を

検
討
す
る
。

●
必
要
に
応
じ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
・
現
地
調
査
を
実
施
す
る
。

●
そ
の
他

４
、
資
料
部
門

●
各
教
化
セ
ン
タ
ー
と
の
教
化
研
究
、
布
教
資
料
な
ど
の
交
流

を
図
り
、
収
集
に
努
め
る
。

●
図
書
を
購
入
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
蔵
書
を
管
理
し
、
ウ
ェ

ブ
上
で
検
索
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
と
め
る
。

●
視
聴
覚
資
料
の
購
入
・
保
管
。

●
各
種
教
化
資
料
を
収
集
し
、
保
管
す
る
。

●
創
価
学
会
・
顕
正
会
な
ど
法
華
系
新
興
教
団
に
関
す
る
資
料

を
収
集
し
、
保
管
す
る
。

●
日
蓮
宗
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
た
め
の
各
種

資
料
の
収
集
保
管
。

●
「
現
代
宗
教
研
究
」
第
四
十
三
号
の
発
行
。

●
「
平
成
十
九
年
日
蓮
宗
年
表
」
の
発
行
。

●
教
化
シ
リ
ー
ズ
の
発
行
。

●
そ
の
他

５
、
会
議

●
教
化
セ
ン
タ
ー
連
絡
会
議
を
開
催
し
、
教
化
セ
ン
タ
ー
間
の

交
流
、
情
報
交
換
な
ど
を
行
う
。
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●
教
区
教
化
研
究
会
議
連
絡
会
議
を
開
催
し
、
各
教
区
の
教
研

運
営
委
員
と
と
も
に
各
教
区
教
研
間
の
協
力
と
調
整
を
図

り
、
一
層
の
充
実
を
目
指
す
。

●
研
究
員
会
議
・
顧
問
会
議
・
嘱
託
会
議
の
開
催
。

●
そ
の
他
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